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　動ら白い使階鳳職）ると、いよいよ本格的なウイ
ンターシーズン㊥畏く、時には厳しいけれど、自然捌幽く無

垢の景色は、まるで藍謡の世罫のようで寸◎

　白銀のベールに覆われた小さな家の中では、家族捌暖

かし一さしているのかもしれません㊥



　平成10年度定時総会が開催　　　　　一　》’…一編辿
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年度の総会には、カナダ大使館から、バーネット広報文化

部長、ウメヅキニ等書記官のこ出席をいただき、会員82

名鍍鵬睡長の議事進行「こより、平成9年度決一『一』ll．嘘．L、’、1一一

算の報告、平成10年度事業計画ならびに事業予算、役員

の選任についての議案が承認されました。

　定時総会後、バーネット広報文化部長による、「日本におけるカナダのイメージ向

上策」と題した講演が行われ、通算13年以上の日本勤務経験者、日本通で知られ

るバーネット部長の流暢な日本語に思わず、驚嘆の声を上げる出席者もいました。

　また、恒例の懇親パーティーでは、会員同士が再会を楽しむ中、トーマス・マクロ

ーリーさん司会のあみだくじを行い、ホテル券やワインなど会員の皆さまからこ提

供いただいた豪華商品をめぐり、会場は大いに湧きました。
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　　　If　you　are　pIanning　to　organize　some　events
　　　　related　to　Canada，pIease　give　us　a　ca”．

　　　　カナダに関連する自主企画イベントを募集しています1！

　　　カナダ協会では、「カナダデイの集い」「サンタスギビング」「カナ

　　　ダの遊びや歌を楽しむ会」など会員の自主企画を募集しています。

　　　　「こんなことをしたいけど、一緒にやってくれる方がいるかしら？」

　　　と考えているあなた、カナダ協会事務局まで是非こ相談ください！
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　今年も、カナダデイを祝う会が東北電力福祉セ

ンターで開催されました。当協会幹事の倉成正

也さんが中心となって始めたこのイベントは、今

年で4回目になります。

　7月旧には、43名がこの日を祝うために集い、

楽しい時を共に過ごしました。パーティーの最後

には、それぞれがカナダを想いながら「オー・カ

ナダ」を熱唱し、盛会のうちに閉会しました。

舗待蓋し三　す二

騰ク橋謂癩讐
　　　プ柵”面’5廠9ん楠酬が吻・

時間・場所は後ほどこ連絡いたします。

Further　information　wiII　be　sent　to　you　Iater．

その他、何かこざいましたら、

ホームページの掲示板に掲載ください。

httpl／／www，sugawara、ac4plhomelacademic／canada／



解同鴻烈ぞ一簿蘂

　「ぜひ、第2回目のカナダツアーを企画して欲しい！」との会員の強い要望を受け、第2回カナダツアーを7月10日か518日ま

での日程で催行いたしました。明間会長、新本副会長をはじめ総勢63名が、ベストシーズンのカナダ東部を訪問いたしました。
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「赤毛φアン」ゆかりのグリーン・

ゲイブルズ・ハウス。

サッカーW杯のテレビを
告知する看板。街はすっ
かりお祭り気分。
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　カナダ外務省訪問・記念植樹
　　　7一困’吻プ，脚ヵ’剛rμ・吻’l　J〃‘’ゴ　一偏・川‘r”‘寵拓義磁／ケr’廟ツ漏ぎ

　カナダの首都オタワでは、カナダ外務省を訪問し．カナダ協会の前名誉会長、キャン

ベル外務次官（前駐日カナダ大便）にお会いしました。外務省のホールでの歓迎tzレモ

ニーの後、第二回カナダツアーを記念して記念植樹・タイムカプセルの埋設をしました。

　記念植樹は、アイスストームの被害により失われた緑をとりもどすため、日加友好記

念の桜5本を、外務省に程近い］ンフェデレーションパークに贈呈したもの。植樹には、

キャンベル外務次官、明間会長、ツアー参加者全員が協力し・共に日加友好親善の進展

を願いながら桜の苗木を植えました。皆の想いのこもった桜の傍らには、今回のツアー

を記念したタイムカプセルを埋めています。このタイムカプセルは、5年後に掘り起こさ

れる予定です。



カナダツアーに参加して　石田由紀夫石田美子

　海外旅行は．せいぜいパワイくらいだと思っていたので行くことなどまず無いと思っていた「カナダ」、

カナダ協会のツアーの話を聞いた時、コースなど何も聞かずに1も2もなく行く行く一！！と答えました。

　折り込みチラシなどでの旅行会社の案内は、バンクーバー・ロッキー山脈など西海岸が主なコースですが．今

回のツアーは、東海岸ということで、行きたい気持がふくらんできました、どんな所だろうと図書館でガイドブッ

クや「赤毛のアンjの本を見たり，ワクワクの日々でした。

　いよいよ機上の人になり、見下ろす大地の広大さ、畑の一区画が大きいことに大変驚きました、

　1日目．2日目のケベックシティでは，お城に泊るなど夢のようなことばかり。3日目は・メープル街道に沿って

列車の窓外に見える木々や．見たことのある様な草花が多く．素朴で自然な風景がカナダを親しみ深いものにし

てくれました。

　モントリオールとオタワは、近代的な高層ビルとヨーロッパ調の建築物とが調和して立ち並ぶ街並が印象に残

Dました。時折りしもワールドカップサッカーでフランスが優勝し，フランス系の住民が多いモントリオールの街

は大変な賑わいを見せていました。5日目、6日目は、珍しい赤土そして赤毛のアンで有名なプリンスエドワード島。

お化けの森・恋人の小径をゆっくり散策できなかったのが残念でした．

　7日目、ナイアガラヘの途中に、塩の山がたくさん目につきました。冬期の融雪のためとかでこの塩によって、
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新車もすぐに錆びてし訴うそうです。それにしても．車がなければどうにもならない広大な国土のため道路網が非常に発達しており、しかも高速道路が無料、ガソリンが日本の1／3

位という低価格、また生活必需品には消費税をかけないことは、実にうらやましく感じました。ナイアガラで添乗員さんの粋な配慮で「鰯の乙女号」へ乗船できた感激は，今でも思

い出します。滝のすぐ近くまで行き，青空と雄大な自然の中、水しぶぎでビショビショになりながらの迫力満点の貴重な体験でした・広大な土地（日本の27倍）を短時間で移動する

わけなので乗り物疲れは極限でしたが、同じホテルに2泊づつでき、天候に恵まれたことは．大満足でした。

　最後にオタワでの外務省訪問や記念植樹とタイムカプセルなど．今回の企画にあたった事務局の皆さんに御礼申しあげます。また，こ一緒させて頂いた皆様大変お世話になり

あOがとうこざいました。機会があった5また行きたいと思います。特に「秋田弁で」騒いでいた人共々，是非お誘い下さいますようお願いします！！

ケベック・シティを訪ねて後藤充
ケベックシティの］8世紀の戦場跡地（シタデル要塞）と城塞に囲まれた1日市街は、ヨーロッパのロマン

チックな雰囲気を漂わせる。仏語の交通標識と看板は私を不安に陥れるが．フランスの古城の碌なシャ

トー・フロントナックと崖下を流れる大河セント・ローレンスの風景に唯々感激あるのみであった。

午後、川沿いに700Mも続くボード・ウォークのテラス・デュフランを独りそぞろ歩くと、大道芸人が人

を集めて芸をお披露目して居り．サマーフ■ステバルが始まった事がわかる。ケーブルカーで下に降り

るとチャーミングな繁華街があり、こじんまりした土産物などのお店が並んでいる。早速旅先の思い出

にケベックの街並みの絵を探して買い求めた。今rまもうすでに9月となり．ケベックの街がどのように秋、

の装いを凝らしているか、想像を巡らし、楽しんでいるこの頃である。
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カナダのまちづくり齋藤充

後藤さん（右から2人目1

　今回のツアーには，一i一カナダの文化・生活様式，一白カナダのまちづくり、についての調査ということで参加させて頂いたが，特に私が印

象に残った都市は、数年前にカナダからの分離をめぐり州民投票が行われたケベック州の中心都市となっているケベックシティとモントIJ

オールであった。フランスか5の移民が多いこの2つの都市では，例えば、道路標識や商業用看板の殆どがフランス語で表記されており，

英語と併記されている場合でも，州の法律によりフランス語が英語の2倍以上の大きさになっているなどフランス色の濃い都市であった。

但し，ケベック州の人々rまイギリス的なものに反旗を翻しているわけではなく，あくまでフランス文化を守り、磨いているといった印象を

強く受けた。

　また、私たちがモントリオールを訪れた日は．サッカーのW杯でフランスが優勝した時で，街の中では，大勢の若者がヲランス国旗を振

りかざし，大騒ぎしていたことと，その日行われていた花火大会が素晴らしかったことが今でも心に残っている。

スリリングなモントリオール杉山明美

　それはワールドカップ決勝の日。観光帰りのバスが渋滞でいっこうにホテルに着けないのです，フランス系移民の多い

この地では，フランスの優勝に大騒ぎ。当然ブラジル系移民もいるわけですから、“目分の国が一番だ」とでもアピールすr

るかのように車の窓からそれぞれの大きな国旗を翻し，笛を鳴5す人々で街は異様な熱気とパワーに溢れていました，そ

んなムードに私達も些力、気分が高揚してし、翫した．

　夜は出歩かないように言われたにも拘らず、川べりで見たフラワーフェスティバルの花火の美しさ．ジャスフェスティ八ル，

の熱い演奏一。それぞれの会場に同かう途中で、明5かに肩のコツンとぶつかる距離に多種多様な人種が息づいているの

を肌で感じました。この雑多な世界は色々なものを受け入れつつも、タフでなければ生きていけない．そう感じた瞬間でも

ありました。なかなかスリリングなモントリオールの夜でした。 杉山さん（右端）

◎Letters　to　Maple（メイプルヘ

　のお便り）欄にお便り募集

メイプルにお便りをお寄せ下さい。

カナダに関することならなんでも結構

です。おハガキ、封書またはFAXで、

当協会宛にお送り下さい。
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